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本研究の 目白勺は , 行政保健師の 生活習慣病予防活動 の 実践方法に関す る論文 の 研究成果 を統合する こと に より, 人 々 の 保
健行動を促 し生 涯を通 じた健康 づくりを推進す る ため の 統合概念に よ る新 たな看護実践知を創出す る こ と で ある ｡ Noblit &
Hare, Paterson らが 行 っ た メ タ統合 の 手法を参考 に , 行政保健師が行う生 活習慣病予防活動 に関す る 6論文 (修士論文 1編
と学術雑誌掲載論文5編) を 一 次論文 と して選定し知見の 統合を行 っ た ｡ そ の 結果, ア セ ス メ ン トに 関す る知見 6 つ , 看護
援助方法 に関す る知見4 つ , 看護援助 の 成果 に関す る知見3 つ が 得 られ た ｡ これ ら集積 した 知見の 関係性を検討 し, 7 つ の
統 合概念を見出 した ｡ す な わち, ｢ 個人 の 健康生活実態 に つ い て , 本人 の コ ン ト ロ ー ル 感 ･ 健康 管理行動 ･ 社 会的活動 と そ
れ に対す る主観 をあわ せ て ア セ ス メ ン トす る｣ ｢ 個人の 健康生活実態を, 客観 的 に現状及び将来 を予測 して 生活の 質 の 観点
か ら ア セ ス メ ン トする｣ ｢地域全体 に働きかけ る必要性 の あ る公共性 の 高 い ニ ー ズ を ア セ ス メ ン ト し た上 で , 生活習慣病 に
関 して 予防的意義 の 高い 人 々 を援助対象と して 設定す る｣ ｢ア セ ス メ ン トの 根 拠 を地域 と個人の 双方 に置きなが ら, そ れ ぞ
れ に対す る ア セ ス メ ン ト の 質を高 め る｣ ｢ 個人の 問題解決 を起点 に地域 の 問題解決 に主体的に取り組 む こ と の 価 値観を つ く
り , 住 民 ･ 関係者 の 活動 を支援す る こ と を通 して 個人の 問題解決を実現す る｣ ｢ 個人の 健康問題及 び地域 の 健康問題 の 双方
を解決す る た め に , 人 々 が 円滑 に活動 でき るた め の 土 壌 づくり, 条件 づくり を行い 支援す る｣ ｢地域や生活集団全体で 生 活
習慣病予防 に取り組む た め の 資源 の 質 . 量 が充実する こ と に よ り, 個人及 び地域 にもた ら さ れ た 成果の 維持 ･ 向上 が は か ら
れ る｣ で あ っ た｡
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I . は じめ に
わが国で は, 生活習慣病の有病者や予備軍は年々増加
し, 国民医療費に 占め る生 活習慣病の 割合も約 3割と
な っ て い る｡ 平成18年6月, 医療制度改革関連法が成立
し
1)
, 医療費適正化は , 改正 の 中心に位置づ けられ , そ
れ に連動 して , 平成20年度から生活習慣病予防対策は本
格的に実施される政策が打ち出され て い る ｡ 歴 史的にみ
ると, 昭和30年代以降, 結核対策にかわ っ て 成人病対策
がわが 国の 保健医療施策の 主要課題と なり, 行政保健師
は地域ご とに様々 な活動を展開して きたが , 昭和57年 の
老人保健法制定後は , 健康教育や健康相談など法に基づ
く保健事業を駆使して , 地域全体を視野に入れ た成人病
予防活動に取り組んで きた ｡ 平成8年には｢生 活習慣病｣
と いう概念が導入され , より若 い 世代か ら の生活習慣病
を予防する必要性か ら, 健康な生活習慣形成の ために各
世代に対する取り組み を強化して きた経緯がある2)｡ こ
の ように生活習慣病の予防活動は , 各地域で行われ て き
たが , 予防活動とし て の成果を確かめ , 有効 であ っ た方
法を明確にし, 集積 して検証すると い う作業は十分に行
われ て こ なか っ た｡
今後, 生活習慣病予防に対して , 予防 の成果を確実に
産出できるようにするため には, こ れ ま で 地域生活集団
を単位に保健師が実践 して きた知見を確認 し, 実践方法
とし て活用で きるよう にする必要があると考える｡
Ⅲ . 目 的
本研究の 目的は , 行政保健師の生活習慣病予防活動 に
関する論文の研究成果を統合するこ とにより , 人 々 の 保
健行動 を促 し生産を通じた健康づくりを推進するため の
統合概念による新たな看護実践知を創出すること である｡
Ⅲ . 研究方法
1 . 研究対象
研究対象とする 一 次論文の選定基準と して , 行政保健
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師の 行う生活習慣病予防活動 に関する論文で ある こ と,
看護援助の 具体的な実践デ ー タ (援助行為, 目的, 意図,
成果) が記述され て い る こ と, 各論文の理論的背景が読
み取れる こと , 査読を経た論文で ある こと を設定した ｡
1) 修士･ 博士論文
研究成果の 統合を行うためには, そ の 基となる各 一 次
研究の 質が保証され て い る こ と , お よ び研究成果とそ こ
に至る文脈が詳細に記述 され て い る こ とが 必要で ある ｡
そ の ため , 修士 ･ 博士論文は 一 次論文検索の ため の 有効
な資料である｡ 1980年 - 2005年に千葉大学大学院看護学
研究科に提出された地域看護学教育研究分野の 修士論文
及び博士論文の 中から基準を満たすもの を選定し分析対
象とした｡
2) 学術雑誌掲載論文
1995年から2005年ま で の論文を対象に w eb版医学中央
雑誌Ver. 3 によ る検索並び に地域看護関連の 主要な学術
雑誌の 閲覧を行 っ た ｡ キ ー ワ ー ドは(｢生活習慣病予防｣
o r｢ 糖尿病予防｣】a nd｢地域｣ と した ｡ そ の 中から基準
を満たすもの を選定し分析対象と した ｡
2 . 分析方法
N｡blit 良 Ha re(1988)3), Barba raL.Pater so n(2001)
4)
ら の メ タ統合の 手法を参考に以下 の 手続きを経た｡ まず
各 一 次論文の テ ー マ , 研究目的, 方法を検討し, テ ー マ
や 目的の 共通性 , 研究者の 予防活動に対する考え方, 理
論的背景の 共通性を確認し, 続合に向かうため の テ ー マ
を設定した｡
次 い で , 各 一 次論文の 予防活動に関する知見の 内容を
抽出した｡ 各論文にお い て 考察の根拠と な っ た結果の記
述を確認し, 実践方法の 要素となる ｢援助の対象｣ ｢援
助 ニ ー ズ｣ ｢援助行為｣ ｢援助の 成果｣ の 観点から知見を
整理 した｡ そ の際, 一 次論文から離れ て も意味内容が通
じるように知見の 表現を整えた ｡
次に, 整理された 一 次論文の 知見の 共通性や相違性を
比較 ･ 照合 し, 内容分析 を行 い , 各論文が示して い る知
見を集積 し, グ ル ー プ ごと にそ の 内容を簡潔な言葉で 表
した ｡ さ らに集積 した知見間の 関係性を図解し, 関係性
を簡潔な言葉で 表した ｡
3 . 妥当性と信頼性の確保
3人の共同研究者により, 一 次論文の 知見の 集積並び
に各知見間の 関係性が明瞭になるまで協議を繰り返した ｡
4 . 倫理的配慮
分析対象と した修士論文の 著者に対して は, 本研究の
主旨を説明し論文をメタ統合の 手段により分析し公表す
る こと の承諾を得た ｡
Ⅳ . 結 果
1 . 分析対象とした 一 次論文の概要及び統合テ ー マ
修士論文80編, 博士論文17編のうち, 選定基準をみた
表1 分析対象と した 一 次論文及び統合テ ー マ
論文 A 論文 B 論文 C 論文 D 論文 E 論文 F
夕 論
イ 文
ト
ル
保健 行動 の 変 容 に 関連 市 町村 の 地域 活動 に 焦 ヘ ル ス プ ロ モ ー 家庭 . 学校 . 地 域連 携 に 糖尿柄予防の セ ル フ 重複 . 頻回受診者の
す る ヘ ル ス プ ロ モ ー 点 を当 て た職 域保 健 と シ ョ ン を推進す る よ る児 童生徒 の 生 活習慣 ケア 能力獲得を促す 生活の 質に 着目した
シ ョ ン の 唱道 プ ロ セ ス の 連携 の 要 因-ヘ ル ス 住 民組織 へ の 保健 病予 防活動 の試 み 学習援助 看護援助に 関す る研
-保 健婦 の 活動 経過 よ
Eコ
プロ モ ー シ ョ ン の 視点
から の分析-
師の 支援 過程の 特
敬
究
種類 研究報告 研究報告 研 究報告 研究報告 研究報告 修士論文
研
ヘ ル ス プロ モ ー シ ョ ン 市 町村 に お い て ｢ 地域 ヘ ル ス プ ロ モ ー 家 庭 . 学 校 一 地 域 連 携 個別健康教育受講者 糖 尿 病 を 有 す る 重
の 活 動原則 で あ る 唱道 保健と職域保健 の連 携｣ シ ョ ンを推進す る に よ る 生 活 習 慣 病 予 防 を対 象に , セ ル フ ケ 複 . 頻回受診者 の健
究
目
に 焦 点 を当 て , 保健 婦 に 必要 な要 因を ヘ ル ス 住民組織 へ の 保健 活 動 を 行 つ た プ ロ セ ス ア 能力を獲 得して い 康生活実態を生活 の
が 行 つ た 唱道 プ ロ セ ス プロ モ ー シ ョ ン の 視点 師の 支援 過程の 特 に つ い て , 児童 生徒 の 生 く過程の 到達段 階を 質の 観点から明らか
を分 析 し, 住民 の 保 健 よ り分析 し, 連携 に 有 徴を明確化し, その 活 習慣 病予防 の 視点 か ら 把握 する 自記式質問 にし, 生活の 質に着
的 行動 の 変容 に お け る 保 用 な具体 的 な方策 を示 活動 方法論を体系 P R E C E D
- P RO CE ED モ 紙を用い た 学習援 助 目した 看護援助 に つ
健婦 の 役割を考察する ○ 唆す る○ 化する 一 助とする○ デ ル に基 づ い て整理す る o 方法を検討する ○ い て 検討するo
研
詞
日 本看 護協 会 の 先駆 的 全保 健所 と全 市 町村 を ｢ヘ ル ス プ ロ モ ー (丑M 町に お い て , 児 童生 政令 区保健所 が実施 B町の 国民健康保 険
保 健 活動交 流推 進事 業 対 象 に実 施 した調 査か シ ョ ンを推 進す る 徒 の 血 液検査 お よ び日常 する 耐糖 能個別健康 診療報酬明細書分析
の 一 環として 報告された ら
,
職域 保健 との 連携 住民組織｣ を支援 生 活習慣 質問紙 調査 を実 教 育受講者10名の う から把握した
,
糖尿
査
対
市町 村 の 保 健 活動21事 に積 極 的に 取 り組 み 組 した経験 を持 つ 熟 施 し た小学 5 年生 (3 校 ち, 経時的に 追跡す 病を有する重複 . 頻
例 , 健康なまちづ くりの 織 的な連 携が なさ れて 練保健 師12名 157人) と中学 2年生 (1 る ことがで きた 6 名 回受診者15事例
究
方
活動 例 1事 例, 住 民 参 い る と判 断 で き た 5 市 校138人) 合 計295人 の 保
象 加 型 地域保 健活 動
の 推 町村 の 職 域保 健と の 連 護 者 ②各小 中学校 養護
進 モデ ル 事業 3事例, 計
2 5事例の 市町村保健婦
携担当者とその 関係者 教 諭 4 人 ③町 役場 保健
師4 人
詞 ア ン ケ
ー ト調査 研究 者 2 名以 上 に よ る 半構成的面接 ① 行動 変容質 問紙調 査② 教室 内で実施 した 自 筆者が保健 師の 立場
法
塞 質的分析 半構成的 グル ー プ面接 質的分析 ③養護 教諭 . 保 健 師 . 大 己評価 表結果 , 自己 で 家庭 訪問に よ る個
分
析
質的分析 学教 員 に よ る連 絡会 議 に
お ける報告内容の 聴取
評価結果 を個 人に 返
す場面 を含 む面接 内
別援 助を行 い 調査実
施
方
法
質的分析 香
質的分析
質的分析
統合 テ ー マ 行政保健 師の 生活習慣病予防に おける 看護実践知
[統 合テ ー マ の 設定理由]
い ず れの論文 も, オタ ワ 憲章で 提唱された ヘ ル ス プロ モ
ー シ ョ ン め考 え方 を研究の 理論的背景とし, 保健師の 実施 した援助 や活動 の プロ セ スを質的
に調 べ て い る o 論 文A は唱導の プロ セ ス , 論 文B とD は職域や 学校保健と の連 携, 論文 C は住 民組 織 - の 支援, 論文 E は セ ル フケア 能九 論文 F は糖
尿病 を有す る重複 . 頻 回受診者 へ の 個別援助と, 焦点の 当て 方 に相違 は ある が , い ずれも行政保健 師に よ る , 地域生活集 団を対 象とした生活習慣病予
防 をめ ざした活動 で あり, 住民 の よ り よ い 健康 づく りの た め の 行動 変容を目指 した 役割や 具体的 な活 動方法 . 方策 を明らか に し ようとする 研究で あ
る○ した が つ て上記 テ ー マ に 向けて 統合が可能で ある と判断 したo
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すもの は1論文であ っ た ｡ 学術雑誌掲載論文は, 医学中央
雑誌の検索により28編が検索され, このうち選定基準を満
たすもの は2論文で あ っ た｡ さ らに関連する学術雑誌を閲
覧し3論文を加えた ｡ すなわち, 最終的に分析対象とし
た論文は6論文で あ っ た｡ 対象論文の概要を表1 に示す｡
6論文は い ずれも ヘ ル ス プ ロ モ ー シ ョ ン の 考え方を研
究の 理論的背景とし て い る点 で 共通して い た ｡ 各研究の
目的をみ ると, 論文A は唱道の プ ロ セ ス , 論文B並びに
Dは行政と職域や学校との 連携, 論文C は住民組織 - の
支援, 論文E はセ ル フ ケア能力, 論文F は重複 ･ 頻回受
診者 - の援助, と い っ た ように焦点の あて 方 は様 々 で
あ っ た｡ 研究 の素材とな っ て い る援助対象は, 乳幼児か
ら高齢者まで幅広く, 健康 レ ベ ル も健康度の 高 い者から
有疾患者等何らか の健康問題を抱えた者ま で多様で あ っ
た｡ し か し, い ずれも生活習慣病予防を意図した住民の
よりよ い健康 づくりの ため の 行動変容をめ ざした行政保
健師の役割や具体的な活動方i監 方策の 知見を導き出し
て い た ｡ こ れ ら の 共通性を確認 し, 統合 テ ー マ を ｢行政
保健師の 生活習慣病予防にお ける看護実践知｣ と した｡
2 . 各 一 次論文から抽出された知見
各 一 次論文の 考察の 記述とそ の根拠と な っ た結果の記
述を確認し, そ れ らをもとに整理 し, 抽出した知見の 内
容を表2 に示す｡
3 . 集積 した知見 (表2)
論文A - F より産 出され た 知見 を抽出 ･ 整 理 した｡
ア セ ス メ ン トに関する知見 (6 つ), 看護援助方法に関
する知見 (4 つ), 成果に関する知見 (3 つ) である｡
1) アセスメン トに関する知見
(1) 本人の コ ン トロ ー ル感 ･ 健康管理行動 ･ 社会的活動
の観点から, 個人の健康生活実態をアセスメン トする
表2 集積 した知見とそ の基とな っ た 一 次論文の知見
集積した知見 基 とな つ た
一 次論文の 知見 ( 抜粋) ア ル フ ァ ベ ッ トは表 1の 論文番号を示す`
(1) 本人の コ ン トロ ー ル 感 ー 健康管理 行動 . 社会 的活動
の 観点か ら , 個人 の 健康生活実態をアセ ス メ ン トする
対象者の 健康生活実態を . 本人の 健康管理 行動 . コ ン トロ
ー ル 観 . 社会的宿動とそ れ に対す る本人 の
主観を あわせ て生 活の 質 (Q PL) の 観点か らア セス メ ン トする (F)
(2) 健康生 活実態 に対する本人 の 主観 を アセ ス メ ン トす
る
対象者の 健康生 活実態を , 本人の 健康管理 行動
. コ ン トロ ー ル 観 . 社会的活動とそ れ に対す る本人 の
主観を あわせ て生 活の 質 ((Ⅹ)L) の 観点か らア セス メ ン トする (F)
(3) 健康生活実態の 適否と本人自身の それ ら の 捉え方 を ,
本人の 望 む 生活 の 実現と い う観点か ら現状及び将来
コ ン トロ ー ル 感 t 健康管理 行動 . 社会的活動の 適否を . 本人 の それ らの 捉え方とあわせ て アセ ス メ ン
トす る o そ れ は . 現状及び将来 を予潤 して行う○ ま た , 本人 の 望 む生 活の実現とい う観点か らアセ ス
を予測して アセ ス メ ン トする メ ン 卜する○ (F)
(4) 地 域 全体 に働 きか け る 必 要性 の ある 公共性の 高 い
ニ ー ズ をア セ ス メ ン トする
活動の 契機の 多く は . 日頃の 保健活動 の 中か ら生 じた問題 意識 か ら発展 して い る (A)
関係者に とつ て衝撃と なる事態を意図的 に活動の 契機 とする (A)
地域 の 健康問題と して 取り組み たい と して相談して きた 内容に つ い て , 日 頃の アセ ス メ ン トで把撞 し
て い る地域の ニ ー ズに照 ら しあわせ , そ の 間題 の 重要性を判断する (C)
(5) 地域生活集団全体か ら生 活習慣病に 関 して予防的意
義の 高い 人 々 (既存の サ ー ビス か らは洩れて い る者
サ ー ビス へ の アク セ ス が 困難な者, 若年層や 自覚症
状が な い 等早期の 段 階 にある 者, 生活習慣病予防 に
対する意識を既に 持ちリ ー ダ ー 的役割を期待で きる
者な ど) を援助対象と して選定する
保健事業参加者 をその 間題を解決する取りかか りの 対象と して捉 える (C)
保健事業参加者を ｢地 域の リ ー ダ ー 的存在｣ に発展させ る ビ ジ ョ ン をも ち , 保健事業全体を企 画立 案
する○ (C)
地 域住民全体の 中か ら , 既 に健康問題を有して受診 してい る者の 悪化予防及び医療費適正 化とい う社
全的状況の 観点にお い て . 予防的意義の 高い 援助対象者 を選択する (F)
(6) 個 人 地 域 の アセ ス メ ン ト を相互 に行い . アセ ス メ
ン トの 根拠 を明確にす る
実態調査を実施 した り, 住民 との 話 し合い を行 つ たり , 健診結果の 読み取り を住民とともに 行うな ど
して 問題 の 根拠を明確 にし , 地域特性や 地区の ニ ー ズ を把握する (A)
(7) 検査値等の デ - 夕 と生 活習慣の 関 連1 個人 の 問題 と
地域の 問題の 関連を伝え たり , 共に探 つ た り しなが
ら本人 にと つ て の デ ー タの 意味付け . 解釈 を行う
健診結果な ど客観的な健康美態をデ ー タ と して対象者個人に示 し , 共に読み取りを行う (A)
日常生活で 感じる疑問や不安 を , 客観視で き る よう に知識 を提供 し, 健康問題 の 存在 に気づ け る よう
にする (C)
自分の 身体の 状況や , 食事の 現状と適切な量との 差を知る手段と して血 液検査や食事調査を提供する (E)
本人が納得がい くまで , 身体の 状況や生 活行動と結び つ けて 結果の 意味づけ を行う (E)
(8) 家族単位に働きかける 乳幼乳 児童, 生徒 , 勤労者 の 健康づくりを身近 で 支援できる 人 々
- の 働きか け を重視する (A)
児童 生徒本人の 生 活習慣だけで なく, 家族全員の 健康や ライフ ス タイル を再考, 改善できるようにする (D)
(9) 自らの 健康問題 が 地域 の 健康問題 に つ なが つ て い る
こ とに気づ き , そ の 間題 に対 して 人 々 が主体的に取
り組める ようにする
保健医療従事者は , 従業員と企 業の 意思 決定を支え , 能力を引き出す支援 を行う○ (ち)
個人 の 健康問題の 解決の ため に は地域 の 状況 や体制 (環境)を改善する必要が ある こと に気づ くこ と
を促す (C)
活動の 場の 提供, 住民同士 の 体験の 分か ち 合い の 場の 提供など , 住民が 組織で 取り組み こと に より解
決に向か うこと の 意義 を見出せ るようにする (C)
(10) 人々 ( 住民. 関係者) が 円 滑に活動で きる よう に租
織づく りや 人づくりな どの 条件づ くり を行う
保健計画 を町の 稔 合計画 に位置づ け る (A)
保健医療従事者は , 顔が み え る関係 を大切に した職場に出向く姿勢をもち , 従業員や 企業の 利益と ニ
--ズを優先 した対応を行う (B)
地域の 健康問題 の 解決に向けた住民の 取り組みが , より多くの 住民に活用 しても らえ る , より有効な
方法と な るように住民と協働 し取り組み を具体化 させ る (C)
連携会議の 実施 により , 活動にか か わる専門職が , 生活習慣病予防活動の 必 要性及び地 域全体で支援
する活動の 重要性 に つ い て共通理 解を深め る (D)
(l1) 生活習慣病 に対する個人 の 価値観形成 と予防に 向け
た行動変 各 家族 ケ アの 向上 に つ い て , 主 観的及び
客観的 両面か ら成果が 及ぼ され る
住民同 士の 支え合い や生 活に ハ .) が できた賢 保健行動変容の 主 観的側面に変化がみ られ る (A)
健診受診率向上 健診結果改善, 医療 費節減, 自殺者割合減少等, 客観的側面 に変化が み られ る (A)
健診や 保健指導の 受診数の 増加, 従業員や 企業の 健康意識 の 向上 (B)
(12) 地 域 や生活集団全体で生 活習慣病予防 に取 り組む た 住民や 職場の 上 司 , 首長 , 関係韓関 の 理解 を得るた め に , 問題 の 共有を図り . 行政の 各課 を横断する
めの組織 や人材育成な ど資源 ( 質. 量) が充実する 組織 によ る検討が行わ れた (A)
連携する専門職各々が役割の 変化を確認しあい , 新たに担うベ き役割に つ い ても協議するこ とができた (D)
(13) 地域や 生 活集団全 体の 生活の 質の 向上 , 利益や 生 産 高齢者 にと つ て は , 自主グル ー プの 継続や生 きが い づくり , 相互扶助等の 行動変容は , 社会乱 心 理
力の 向上 がもた ら される 的な健康を高め る (A)
町 の 高血圧 者割合と医療費の 改善. ｢運動をよくする｣ とい う人が増えるとい つ た生 活習慣が改善する (ち)
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(2) 健康生活実態に対する本人の主観をアセスメントする
(3) 健康生活実態の適否と本人自身のそれらの捉え方
を, 本人の望む生活の実現という観点から現状及び将来
を予測してアセスメ ン トする
(1)-(3)は論文Fか ら導 い た知見で ある ｡
(4) 地域全体に働きかける必要性の ある公共性の高い
ニ ー ズをアセスメン トする
論文Cの ｢ 住民が取り組みた い と して 相談して きた健
康問題に つ い て , 日 頃の ア セ ス メ ン トで 把握して い る地
域の ニ ー ズ に照ら し合わせそ の 間題の 重要性 を判断す
る｣ 等を集積 したもの で ある ｡
(5) 地域生活集団全体から生活習慣病に関して予防的意
義の高い人々を援助対象として選定する
論文Fの ｢住民全体の 中から社会的状況の 観点にお い
て予防的意義の 高 い 援助対象者を選択する｣ 等を集積し
たもの で ある｡
(6) 個人 , 地域のアセスメ ン トを相互に行い , ア セスメ
ン トの根拠を明確にする
論文Aの ｢ 実態調査を行う, 住民と の 話し合 い を行う
な ど問題 の 根拠を明確にする｣ から導 い た知見で ある｡
2) 看護援助方法に関する知見
(7) 検査値等のデ ー タと生活習慣の関連 , 個人の問題と
地域の 問題の関連を伝えたり, 共に探 っ たりしながら本
人にと っ てのデ ー タの意味付け ･ 解釈を行う
論文E の｢ 自分の 身体の状況や, 食事 の 現状と適切な
量との 差を知る手段と し て血液検査や食事調査を提供す
る｣ 等を集積したもの である｡
(8) 家族単位に働きかける
論文D の｢ 本人だけで なく家族の健康やライ フ ス タイ
ル を再考 ･ 改善できるようにする｣ 等を集積 したもの で
ある｡
(9) 自らの健康問題が地域の健康問題につなが っ て いる
ことに気づき, その 問題に対して人々が主体的に取り組
めるようにする
論文Cの ｢健康問題の ため には, 地域 の状況や体制の
改善が必要で ある ことに気づくことを促す｣ 等を集積 し
たもの で ある｡
㈹ 人々 (住民 ･ 関係者) が円滑に活動できるように組
織づくりや人づくりなどの条件づくりを行う
論文Dの ｢連携会議の実施により, 活動にかか わる専
門職が , 生活習慣病予防活動の必要性及び地域全体で支
援する活動の 重要性に つ い て共通理解を深める｣ 等を集
積 したもの である｡
3) 看護援助の成果に関する知見
(ll) 生活習慣病に対する個人の価値観形成と予防に向け
た行動変容, 家族ケアの向上について , 主観的及び客観
的両面から成果が及ぼされる
論文Bの ｢健診や保健指導の受診者数の増加 , 従業員
や企業の健康意識の 向上｣ 等を集積 したもの で ある｡
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(12) 地域や生活集団全体で生活習慣病予防に取り組むた
めの組織や人材育成など資源 (巽･ 量) が充実する
論文A の｢ 住民や職場の 上司
,
首長, 関係機関の理解
を得るために , 問題の 共有を図り, 行政 の各課を横断す
る組織による検討が行われた｣ 等を集積したもの である｡
(13) 地域や生活集団全体の生活の質の向上 , 利益や生産
力の 向上がもたらされる
論文B の｢ 町の 高血圧者割合と医療費の改善, 運動を
よくすると い う生活習慣行動改善｣ 等を集積したもの で
ある ｡
4 . 生活習慣病予防に関する実践知の新たな統合概念
これら の 集積 した知見(1)-(13)の 関係性を, 各 一 次論文
の 知見の 根拠 と な っ た デ ー タ の 文脈を ふ まえて 検討し
た ｡ そ の結果
,
知見間の 関係性か ら新たな統合概念を導
出した ｡ 図1 に集積した知見の 関係性を構造図と し て示
し, 統合概念を a - g と記した矢印で示した｡ 各概念に
つ い て述 べ る ｡
1) 概念a :｢ 個人の 健康生活実態に つ い て, 本人の コ
ン ト ロ ー ル 感 ･ 健康管理行動 ･ 社会的活動とそれ に対す
る主観をあわせ て アセ ス メ ン トする｣ と いう概念である｡
2) 概念b :｢ 個人 の 健康生活実態を, 客観的に現状及
び将来を予測 して 生活の 質の 観点か ら ア セ ス メ ン トす
る｣ と いう概念で ある ｡
3) 概念 c :｢地域全体に働きかける必 要性の ある公共
性の高 い ニ ー ズ をア セ ス メ ン ト した上 で , 生活習慣病に
関 して 予 防的意義の 高 い 人 々 を援助対象と し て 設定す
る｣ と い う概念で ある ｡
4) 概念 d :｢ア セ ス メ ン ト の根拠を地域と個人 の 双方
に置きなが ら, そ れぞれに対するア セ ス メ ン トの 質を高
め る｣ と い う概念である｡ 援助対象とする個人の ア セ ス
メ ン トと地域生活集団の ア セ ス メ ン トの 関係を説明する
概念で ある ｡ 概念 a, b とc を関連付けると い う こ とか
ら新た に見出され る概念である｡
5) 概念e :｢個人 の 問題解決を起点に地域 の 問題解決
に主体的に取り組むこと の 価値観を つくり, 住民 ･ 関係
者の 活動を支援すること を通し て個人 の 問題解決を実現
する｣ と いう概念である ｡ こ れ は, 個 人 へ の看護援助と
地域生活集団全体 に対する看護援助の 関係性を説明する
概念で ある ｡
6) 概念f :｢個人 の健康問題及び地域の 健康問題の 双
方を解決するために
,
人々 が円滑に活動できるため の 土
壌づくり, 条件 づくりを行 い支援する｣ と い う概念であ
る｡ こ れ は, 個人 へ の看護援助と地域生活集団全体 に対
する看護援助の 関係性を説明する概念で ある ｡
7) 概念g :｢ 地域や生活集団全体 で生活習慣病予防に
取り組むため の資源の質 ･ 量 が充実する ことにより, 個
人及び地域にもたらされた成果の維持 ･ 向上 がはかられ
る｣ と いう概念である｡ こ れ は, 個人並びに地域生活集団
全体にもたらされる成果の 関係性を説明する概念である｡
(7) 本人に と っ て の 検査
デ ー タ の 意味づ け ･ 解釈
(8) 家族単位 の
働きか け
(ll)価 値観形成 ･
予防行動変容 一
家族ケア カ向上
(10) 組織 づ くり
人づ く り
(12) 資源 の 質
(9) 地域の健康 問題 へ の (13) 地域 の生活 の 質の 向
(1) コ ン トロ ー ル感 .
健康 管理行動
(3)由J
:::: :七: :: ニ:
を予扇i3
拠の 明確化
=
=… 聾
(4) 公共性 ニ ー ズ
の
高 い 人 定
ー 方向性の あ る 関連 を示 す 一 相 互に 関連がある ことを示す
国中の (1) - (13) は 本文中及 び表 2 に示す集積した知見で ある
国中の ア ル フ ァ ベ ッ ト a - g は本文 中に示 す統合概念で あ る
図1 看護過程における集積 した知見の 関係性を示す構造図
V . 考 察
1 . 生活習慣病予防における行政保健師の看護実践知
行政保健師の 生 活習慣病予防活動に関する6論文を,
メ タ統合の 手法を参考に分析した｡ そ の結果, 生 活習慣
痛予防における行政保健師の 看護実践知に つ い て , 各 一
次論文からは見出せなか っ た実践知が , 複数の 論文を統
合する こと により7 つ の 特徴的な統合概念と して 見出さ
れ , 看護実践の 全体像が明確にな っ た｡
地域保健活動で は, 疾患に雁思 しやす い 高 い リ ス クを
持 っ た個人に焦点をあて た ハ イ リ ス ク ス ト ラ テ ジ ー と ,
集団全体に対して行うポ ピ ュ レ ー シ ョ ン ス トラテ ジ ー の
方法がある 5 )と言われ て い る｡ 行政保健師は , 一 つ の
地域生活集団を対象と した生 活習慣病予防活動にお い て
こ の両者を組み合わせ て い ると いう看護実践の 全体像が
確認できた｡
すなわち活動の起点とな る ア セ ス メ ン トは, 援助対象
となる個人の ア セ ス メ ン ト, 及び地域生活集団の ア セ ス
メ ン トを連動する ことにより行われる こ とが看護実践知
と して 明らかにな っ た ｡ 個人の ア セ ス メ ン トは, 概念 a
に示すように , 個人 の 健康生活実態をに つ い て本人の コ
ント ロ ー ル 感 ･ 健康管理行動 ･ 社会的活動とそれに対す
る本人の 主観と を組み合わせ ると い う特徴をも つ と言え
る ｡ そ して概念 b に示すように, 捉えた個人 の健康生 活
実態を, 将来を予測した客観的なア セ ス メ ン トを加味す
ると いう特徴をも つ も の である｡ こ れ ら概念 a , b に示
された各実践知は必ずしも行政保健師に固有の もの で は
な い が , 地域 の 予 防活動で は概念 a, b が 地域生活集団
の ア セ ス メ ン トに つ なが ると い う意味が付与される点が
新たに見出され た こ とと して重要であると考える ｡ 地域
生活集団の ア セ ス メ ン トは, 概念 c に示すよう に, 地域
全体に働きか ける必要性の ある公共性の 高 い ニ ー ズ と ,
どの ような人々 が予防的意義が高 い かを つ なげて 考える
と いう特徴があると言える ｡ 概念d は, 個人の 生活習慣
病予防の ために , そ の 個人が属する地域生 活集団の 情報
を根拠と して用 い て ア セ ス メ ン トし, ま た, 地域生活集
団全体の予 防に向けて , そ こ に属する個人をア セ ス メ ン
トしなが ら根拠を明確 にして 地域生活集団に対する ア セ
ス メ ン ト の 質を高めると い う実践知で ある ｡ こ れ は, 概
念 a , b と概念 c を関連付けると いう ことから見出され
たもの で あり , 地域にお ける予防活動の ア セ ス メ ン トに
特徴的な実践知で あると考える｡
看護援助にお い て も, 常 に個人と地域生 活集団の両者
を捉えて援助提供が なされ て い た ｡ 概念 e は, 地域 で生
活する 一 人 ひ とりが地域の 問題解決に目 を向けるよう促
し
,
住民自身がそ の 重要性に気 づき納得して 主体的に取
り組む価値観を形成する ことを通して , 最終的には地域
で 生活する 一 人 ひとりの 問題解決をめ ざすと いう援助の
方向性をも つ こ とに特徴を有する実践知である｡ また概
念f に示すように, 住民や生 活集団に属する 人 々 が生活
習慣病予防に向けて 円滑に活動を行うため の条件づくり
や土壌づくりと い っ た基盤を つ くる援助は, 個人 の健康
問題と地域生活集団の健康問題の 双方を解決するために
意味の あるもの で あると考えられた ｡
概念 g は看護援助による成果に つ い て の統合概念で あ
り, 地域における予防活動にかか わる看護実践の有効性
が何によ っ て 実証しうる の か の 根拠となるもの で ある｡
概念 gが見出された こと により, 組織 づくりや人 づくり
によ っ て地域の 資源の量 ･ 質が充実するこ とは, 個 人と
地域生活集団の双方の健康問題解決にと っ て重要で ある
こ とが明らかとなり , 組織 づくりや人づくりにかかわる
看護実践が地域の予防活動にお い て重要で ある こ とが示
された｡ そ して a - f の 統合概念とし て見出された看護
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実践知を意識的に用 い て実践を展開したな らば , 成果と
して概念gがもた らされ ると考えられた ｡
2 , 本研究の限界と今後の課題
本研究は 6 つ の 一 次論文を対象論文と して メ タ統合を
行 っ た ｡ 対象論文選定に際 して は , 研究と して の 質が保
証され て い る こ と, 並 びに看護援助が具体的か つ 詳細に
記述され て い る こ とを重視 した ｡ そ の ため , 分析対象と
して 評価できる論文が限定された ｡
同時に, 対象論文の 選定プ ロ セ ス にお い て , 実践現場
で は長年, 保健師が力を入れ て 取り組んで きて い る生活
習慣病予防活動で あるが , 研究論文とし て公表され て い
るも の は数少な い こ とも明らか にな っ た｡ 看護実践知を
体系化し, より具体的な実践方法を提示するため には,
今後, 生活習慣病予防の 実践方法に関する 一 次論文の 産
出も必要で あると考えられた ｡
今後は , 本研究で見出された概念による看護実践知の
有用性に つ い て 実践の 場にお い て 活用 ･ 検証 して い く こ
とが必要であると考える ｡
本研究は , 21世紀C O E プロ グ ラ ム ｢日本文化型看護
学の創出 ･ 国際発信拠点一実践知に基づく看護学の確立
と展開-｣の ｢日本型地域健康支援｣ サブプ ロ ジ ェ ク ト
研究の 一 部で ある ｡
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Na ru milde
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Mis ako Miァa z aki
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*
: Scho olof Nu rsing,C hiba Univ ersity
K E YW OR D S:
publiche alth n u rsing,lifestyle
-related dise a se s
,pre v e ntiv e a ctivities, m eta
- synthesis ofqu alitativ e studies
T he study aim edto de v elop n e wpra ctic aln u rsing kn o wledge ba s ed o n synthesiz ed co n c epts that e n c o u r age
he althァbehavio rsin thege n er alpublic. T he studァ w a s co ndu cted bァ m eta-Synthesis m ethod(Noblit 良 Ha re,Pate r-
s o n) . Six prim a ryr epo rts o n administr ativ epubliche alth n u rses(P H Ns)
'
pr ev entiv e activitie s again stlifestyle-r elated
dise as e s w e re a n alyz ed･ Repo rts, withthe c o n c ept of he althpr o m otio n a s athe o retic al ba ckgr o u nd,the r ole ofPH Ns,
spe cific m ethods w e re selected･ The fo1lo w lngfindings w e re obtain ed: 6 findings regarding ass es s m e nt, 4 findings
r ega rdingl mPle m e ntatio n,3 findings regarding o utco m e･ The r elatio n ships a m o ngtheintegrated findings w er ein v es-
tigated, a ndthe fo 1lo wing c o n c epts w ereide ntified:
"
T he qu ality ofa ss ess m entis e nha n c ed whilefo c u sing o nboththe
c o m m u nitya ndindividu als,
' ' "
T hebehavio rs a nda ctivitie s ofindividu als a re suppo rted byfo r minga s en se ofv alu esf♭r
s ubjectiv elyde aling withc o m m u nitypr oble m s a nd for s olving pers o n alpr oble m s,
" "
Gro u nds a ndc o nditio n sfarpe ople
to be able to perfTo r mbehavio rs a nda ctivitie s a re establishedin o rderto s olv ethe he althproble m s of bothindividu als
II
a ndthe co m m u nity, a nd
"
withthe acquisitio n ofc o nditio n sforde aling withthepr ev e ntio n ofliftstyle-r elated dis -
e as esin a c o m m u nity,individuala ndc o m m u niワ aChie v e m e nts are m aintain edandimpro v ed･
"
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